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中学校自転車通学を考える 市民の方からのご相談により、
自転車通学運用基準の現状と課題について分析しました。

平素は、森本たかしNewsをご愛読頂き、ありがとうございます。
2018年9月議会一般質問から、小中学校のICT教育の環境整備を訴え、
コロナ禍の2020年度から、近隣自治体に先行して小中学校にタブレットが導入されまし
た。同時に、コロナ禍の中、オンライン授業もスタートしました。
また、2023年6月議会の会派代表質問で、タブレットを使って高校受験に対応した補助
学習を導入してすべての家庭の補助学習費（学習塾代）を軽減すべきと提案しました。
2024年度から、市はAIドリルを導入し、高校入試対策を中学生がタブレットで自習でき
る教育環境を整備して、自宅で補習授業を受けられる仕組みを構築しています。
今後も、小中学校のICT教育が推進・活用されるように、取り組んでいきます。
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①中学校の自転車通学運用基準は学校毎に規則にて決められている。
②市内5中学校の内、木津南中学校以外は、自転車通学可となっている。
③自転車通学許可基準は、各中学校にて異なるが、自宅～中学校の距離が、約2km以上となっている。
④通学時間の考え方は、1時間以内。（合理的な交通手段等を検討すること）

現状認識

①地球温暖化の影響で、通学時の熱中症リスクが高くなっている。
②城山台地区等、木津中学校から木津南中学校への校区変更等があり、学校毎の違いが表面化している。
③タブレット機材（約1.5kg：付属品込）を持ち帰る機会も多くなり、生徒の通学カバンが重くなっている。
　中学生の通学カバン平均6～7kg、最大14kgという生徒もいる。
④不審者対策として、自転車通学を希望する保護者も多い。

現状課題

①生徒を取り巻く環境が変わったことを認識して、自転車通学運用基準を見直すべき。
　・地球温暖化による通学時の熱中症対策。
　・タブレット等（約1.5kg）を持ち歩く時代に合わせる。
②自転車通学運用基準を1.5km以上の距離に緩和し、生徒・保護者に通学手段の選択権を与えるべき。

市への
提案

木津第二中学校区 通学距離
（地図アプリによる独自調査）

木津第二中学校～木津川台ローレルスクエア 2.1km
木津第二中学校～木津川台1丁目 3.2km
木津第二中学校～相楽台7丁目 2.0km

自転車通学OK 徒歩通学

木津南中学校区 通学距離
（地図アプリによる独自調査）

木津南中学校～梅美台6丁目 2.3km
木津南中学校～州見台8丁目 2.0km
木津南中学校～城山台11丁目 2.3km

徒歩通学
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プロフィール森本隆［ もりもと たかし ］

新風コスモスの会所属無所属
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戸
建
て
）か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
市
独
自
で
電
気
の

分
散
化
を
進
め
、各
住
宅
で
電
気
の
地
産
地
消
を
実

現
す
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こ
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が
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す
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太
陽
光
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ネ
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現
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え
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徴
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舎
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貼
る
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気
自
動
車
を
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入
、社
会
教
育
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に

L
E
D
を
進
め
る
な
ど
の
取
組
を
行
う
。ま
た
小
学

生
を
対
象
に
「
デ
コ
活
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
計

画
も
あ
る
。循
環
型
社
会
推
進
基
金
を
利
用
し
て
、

ご
み
の
減
量
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
ま
で
幅
広
い

取
組
を
行
う
方
針
。
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●兜台７丁目自治会長（2期） ●青少年育成委員（4年）
●東日本大震災「はじめの一歩コンサート」を主催
   （2011年から5回実施：於 高の原）

［ 家族 ］ 妻と一男一女 ［ 趣味 ］ 写真撮影、旅行、ゴルフ

議会役歴
主な活動履歴

市議会議長（2021年～2023年）／議会運営委員会 委員長（2019年～2021年）

質問
1
中
学
校
自
転
車
通
学
の

運
用
基
準
は
適
切
か

質問
2
地
球
温
暖
化
対
策
の
具
体
策
を
問
う

A 

谷
口
市
長

たかし森本 News木津川市議会議員 第28号

相楽中部消防組合新庁舎建設工
事、予定通り、造成工事が進んで
います。2025年10月末、城山台
に竣工予定です。大規模災害の
拠点、自主防災組織の研修施設
としての活用が望まれます。

編 集 後 記

（木津川市内家庭用日本製パネル設備：12年前に設置）
年間発電量：6239kwh（2023実績）（1カ月平均：520kwh）
電気料金：16,523円相当（1カ月）
設備投資を10年償却後（卒FIT）も確実に電気の
地産地消ができている。
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太陽光発電量実績 図1


